平成３０年度 世界遺産「高野・熊野夢舞台」
企画提案コンペティション仕様書
　次の内容を盛り込んだ企画提案書を作成してください。
１．事業名

　世界遺産「高野・熊野夢舞台」事業委託業務
２．事業趣旨
世界遺産熊野本宮大社旧社地 大斎原を舞台にコンサートを開催し、併せて各種メディアを介し「熊野本宮」の魅力を全国に広く情報発信することで、当地域の認知度向上を図るとともに旅行動機を喚起する。
３．業務内容（提案内容）
（１）イベントの開催に係る業務
「熊野本宮」の幽玄、雄大な雰囲気を阻害せず、その魅力をより効果的に発信できるコンサートを開催する。

１）開 催 日：平成30年9月9日（日）
２）開催時間：夕刻から90分程度
※18時00分からの開始を想定しているが、最終的には、県と協議の上確定。
３）開催場所：熊野本宮大社旧社地 大斎原
４）出 演 者：クミコ（シャンソン歌手）
５）具体的業務：

①出演者との調整業務

・出演者とイベントの実施に係る調整を行うこと。

※出演日については、県と出演者との間で調整済み。
※イベント実施に係る調整は委託事業者が行うこと。ただし、出演者への問合せは、委託事業者が決定するまでは県を通じて行うこと。
※出演者等に関係する経費（出演料、宿泊費、交通費等）も見積もりに計上すること。なお、出演料、宿泊及び交通の条件については別紙①を参照すること。
②イベントの運営業務
ア．開催に係る告知
　　・専用告知ページを作成し、Webサイトで公開すること。
イ．観覧者の募集、抽選、整理券の発送等、観覧者決定にかかる業務
※観覧は無料とする。
　　　　ウ．イベント実施運営マニュアル、進行台本等作成業務
エ．イベント司会者の手配、調整業務

オ．イベント会場での受付、進行管理業務

カ．イベント会場の設営、撤去業務（詳細は下記を参照すること）

【舞台・会場関連】
・舞台（W10800mm×D7200mm×H900mm以上）
・客席（600～700席程度）　※最終的な席数は県と協議の上決定する。
・会場設置看板一式
・その他、テント、机など必要に応じて準備すること。
　　【音響関連】

　　　・必要な機材についてはPA回線表（別紙②-1）、ベースアンプ、ドラムセットレンタルリスト（別紙②-2）を参照すること。
　　【照明・電源関連】

　　　・コンサート等の運営・演出や観覧者の導線上など会場内に必要な照明等を設置すること。
　　　・コンサート等の運営・演出及び会場内で必要な電源について確保できるよう用意すること。
　　【簡易トイレ関連】
　　　・会場付近に簡易トイレや手洗い場を設置すること。
※簡易トイレ等の設置数は県と協議の上決定する。
※会場設営、撤去にあたっては、県及び熊野本宮大社の指示に従い実施すること。また、一般の参拝客の動線を妨げないこと。

　　　　　　　　※熊野本宮大社への問合せ等は、事業者が決定するまでは県を通じて行うこと。

キ．イベント会場、駐車場及び沿道等における警備・誘導業務
・イベント会場、駐車場及び沿道等における警備・誘導業務を行うこと。
・駐車場から会場まで事故等がないよう安全管理には万全を期すこと。
　　　　ク．コンサート前後に熊野本宮大社と熊野本宮温泉郷宿泊施設の間を運行するマイクロバスを１台手配すること。なお、乗降を補助するスタッフを同乗させること。
　　　　　　※マイクロバスの運行時間、乗降箇所等の詳細については、別途協議のうえ決定すること

ケ．出演者は、イベント実施前に奉納歌唱等を行う場合があるため、これに対応すること。

コ．雨天（荒天の場合を除く）でも催行するため、ステージ及び観覧者の雨天時の対応（テント、雨合羽等）を考慮すること。

サ．コンサート当日、出演者等へのケータリングを手配すること。
シ．その他イベント運営に付随する業務を行うこと。
③イベントが中止となった場合の対応

　ア．イベントは原則雨天決行であるが、荒天その他の事情でイベントが中止となった場合、出演者、参加者、宿泊施設等の関係者との調整（中止の連絡等）を事業者が早急に行うこと。なお、イベント中止の決定は県が行う。
イ．開催を中止する場合は、事業者は本事業のWebサイトへの情報掲載を行うこと。
（２）メディアを介した情報発信
本宮エリアを中心に「熊野」の魅力をさまざまなメディアを介して全国に向け情報発信し、熊野への旅行動機を喚起する。
１）実　施　日：契約日から平成31年３月29日（金）まで
２）対象エリア：全国の都市部　※中京、京阪神は必須
３）ターゲット：主に20～40代の女性層
４）具体的業務：
①イベント開催の事前告知
※イベント告知だけでなく、「熊野」への旅行動機を喚起する内容とすること。
※告知手法と告知エリアについて具体的に示すこと。
※イベント周知及び「熊野」への旅行動機を醸成するため、SNS等を利用するなど、効果的な事前PR活動を行うこと。

②イベント当日のメディア招致
※事前に県内外のメディアに呼びかけ、イベント当日の模様が発信できるようにすること。

※具体的にどのメディアが取材に訪れるか、事前に一覧にまとめ県に報告すること。
③本宮エリアを中心に「熊野」の魅力を発信できる内容の番組（誌面）等の制作及び発信
※メディア毎に情報発信の内容について具体的に示すこと。
　・テレビ、ラジオ･･･放映時間、番組構成

　・新聞、雑誌･･･････誌面構成

　・インターネット･･･ページ構成、番組構成　等

※メディア毎に「情報到達予測人口」を示すこと。
　　　　　・テレビ、ラジオ･･･視聴エリア内人口 × 番組平均視聴率

　　　　　・新聞、雑誌･･･････発行部数

　　　　　・インターネット･･･ページビュー（予測）
　　　　※「熊野本宮」の新たな魅力を発信するため、県で制作したWebサイト 地域の人
がすすめる熊野古道の新たな魅力１００選「熊野古道ライブラリー」の内容を
踏まえた番組構成とすること。 URL：https://www.kumano-kodo.jp/　　　
※上記以外にも、効果的と考える情報発信の手法があれば積極的に提案すること。

（３）実績報告
上記（１）（２）の業務終了後、書面等をもって速やかに実績報告を行うこと。
１）報告期日：平成31年３月29日（金）
２）報告内容：
①イベント実施内容（当日観覧者数、運営体制等）
※写真（会場の設営・撤去の様子を含む）は、電子データでも提出。

②情報発信内容（事前告知を含む）
※放映の場合は収録DVD等、雑誌等の場合は掲載誌を各20部提出すること。
４．契約期間

　契約締結日から平成31年３月29日（金）まで

５．予算上限額

9,500,000円（消費税及び地方消費税を含む。）

６．企画提案書
企画提案書は、上記内容等に留意の上、次の構成により作成すること。
（１）企画の主眼点等
（２）イベントの構成（時間配分を含む）と演出方法
（３）イベントの運営体制（人員体制、会場設営、雨天時の対応、安全管理、警備等）
（４）メディア、SNS等を介した情報発信の方法（特に県外向け）
（５）イベント開催の告知及び観覧者の募集方法
（６）過去の同様のイベント企画・運営実績

（７）見積書　等
７．特記事項
（１）企画提案書の内容については、採用案決定後、県との協議により委託費の範囲内で変更する場合がある。
（２）業務にあたっては、会場が世界遺産の地であることに配慮し、会場及び会場内の資産を損傷しないように細心の注意を払うとともに、履行中、事業者の責めによりそれらが損傷した場合は、当該事業者が責任を負うものとする。
（３）この仕様に定めのない事項については、別途協議を行う。
